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近年文部科学省は、高等教育機関への IR(機関研究)の導入を積極的に進めている。IR と
は Institutional Research の略であり、「学内横断的に集めたデータを扱う取り組み」のこ
とである。IR を行うためには、様々な情報を収集し、統一的に扱うために標準化し、分析
する必要がある。これまで、学内横断的に情報を取り扱う部署は存在しなかった。そのた
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与観察しながら研究を進めた。期間は平成 25 年 4 月から 12 月で、一学期 9 回、二学期 5
回の計 14 回、1 回３０分程度の保育実践を対象とした。 
 保育者意識について、保育実践をビデオにとり逐語録を起こして以下の手順によりその
変容を把握した。①フィールドノーツの作成 ②保育者の「発語カテゴリー表」の作成 ③
「発語カテゴリー表」への逐語のプロットと発語の数量化。こうして得られたカテゴリー
ごとの発語数の変化から保育者意識の変化を検討した。また逐語録や記録ビデオなどを提
示しながら、新任保育者に対するフィードバックを適宜実施した。 
保育者意識の変容における研究者のかかわり方の効果およびより効果的なかかわりのあ
り様を引き続き検討課題とする。 
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